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一住まい方の夏期および冬期の比較一
久保博子磯田　憲生梁瀬度子

◆目的◆ぺ高齢者の安全で快適な室内温熱郎竟に関する研究の一環として，より詳細な基
礎的資料を得ることを目的に
温熱環境に関す
その概要を把握
属性や住まい方
四調査

，高齢者の各年齢層での夏期および冬期の住宅

まい方の実態に関してアンケート調査を行い，

ﾋを明らかにする。また，高齢者については

らかにし，特徴および問題点を把握する。
つた。調査項目は，居住者および住宅の属性

住み方状況，日常的な生活行動，冷暖房器具の使用状況と冷暖房器具に対する意識に関し
てである。調査対象は青年は18～39歳中年は40～59歳高齢者は60歳以上の者とし，夏
期は関西地区および広島県，冬期は関西地区で行った。調査期間は夏期は平成４年８～９
月，冬期は２～３月で，アンケート配付数は夏期563票，冬期427票，有効回答数は夏期
341票（内，青年124票，中年195票，高齢者222票）,冬期は393票（内，青年112票，
中年Ill票，高齢者170票）で有効回収率は夏期96％,冬期92％であった。
◆結果◆加齢とともに日常の着衣枚数，鄙民中のトイレ回数，睡眠中に目が覚める卯恰
が増加する傾向が夏期・冬期共にみられた。夏期には高齢者ではクーラー利用が減少し扇
風機利用が増加し，冬期には石油・ガスストーブを最もよく利用する人が青年・中年層よ
りも多くみられた。これらの機器使用状況には暑さ・寒さに対する感覚や体格，住宅の建
築年数などの要因が関わっており，夏期と冬期ではその傾向に差がみられることが明らか
になった。

2 Ap-12
要介護（痴呆）高齢者を対象とするデイサービス施設に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡大教育　小川裕子

目　的　デイサービスは在宅福祉の三本柱の一つであり、ゴールドプランにも中学校区に
一施設を整備目標とするなど注目されている。本研究では、現在機能している各種のデイ

サービスについて、施設概要や利用者とその家族の利用状況等の実態から示唆を得ようと

するものである。
方　法　調査の対象は、まず施設については、静岡県下の国庫補助によるデイサービスB、

C、D型(計51施設)と痴呆性高齢者を主対象とするE型(8施設)、そして、県の単独施策であ

る高齢者介護ホーム(29施設)である。回答は施設管理者に依頼した。利用者については、

いずれも痴呆性高齢者を主対象とするE型と高齢者介護ホームの利用者であり、回答は家庭

での主たる介護者に依頼した。回収数は、施設計72、利用者計246である。調査は郵送で行
い、1993年11月に実施した。

結　果　施設概要に関して、３種の施設間で差違の大きい項目は、所在する市町村、周辺

環境、併設施設、そして建物概要と規模といったハードな側面である。大まかに、デイサ

- ビス施設は市部の農村地域にあり、特別養護老人ホーム等に併設されている。これに対

して、介護ホームは郡部の市街地、住宅地に所在し、単独施設が多く、既存の建物の転用

が多い。この他、利用者の概要、家族の主たる介護者を中心とするデイサービス利用に関
わる実態が明らかになり、今後の痴呆性高齢者を対象とするデイサービス施設のあり方に

いくつかの提言が得られた。
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